
交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（平成 30 年 11 月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（平成 30 年 11 月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 87 件 ー 9 件
死 者 数 １人 ー 3 人
傷 者 数 115 人 ー 18 人

発生場所 件　数
マ キ ノ 8 件
今 津 19 件
朽 木 4 件
安 曇 川 24 件
高 島 17 件
新 旭 15 件

※概数

火　災 件　数 累計（１月～）
建 物 １件 11 件
車 両 ０件 3 件
林 野 ０件 １件
そ の 他 ０件 15 件

救　急 件　数 累計（１月～）
交通事故 ９件 170 件
一般負傷 37 件 404 件
急 病 130 件 1653 件
そ の 他 31 件 344 件

救　助 件　数 累計（１月～）
火 災 ０件 １件
交通事故 ２件 17 件
水難事故 ０件 3 件
そ の 他 ３件 22 件

11月平均値（平日測定）前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.058μSv/h 0.059μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.034μSv/h 0.036μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.063μSv/h 0.055μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.040μSv/h 0.041μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.057μSv/h 0.050μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側玄関前）
0.049μSv/h 0.047μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※平常時の値はおおむね0.2μSv/h以下です。

安 安全 心

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託
して焼却処分しています。ごみの量に応じ
てごみ処理費用を負担することになります
ので、ごみ分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
平成 29 年 11 月分 1,207t
平成 30 年 11 月分 1,040t （前年比167t減）
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　近くの集積所に白色ネット

袋がない場合は、支所などの

拠点回収場所に出してね〜

問ごみ減量対策課　 （２５）８１２３
　環境センター　　 （２４）００３１

【学校運営協議会委員】
 　今日学んだことを生かして、

地域に目を向け主体的に活動し
ていきたい。

【学校管理職】
　  明日からすぐ取り入れたいと

思う内容を学ぶことができた。
熟議の中では、いろいろな立場
の人からたくさんのヒントをい
ただいた。

【社会教育関係委員】
　  熟議では、先生方と楽しく語

れてよかった。学校が目指すこ
とを地域や家庭で実践し、継続
していくことが大切だと思う。
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熟
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０
０
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参加者の声（アンケートから）

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う　

ま
た
、
後
半
は

少
人
数
の
グ
ル
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プ
に
分
か
れ
て
、

高
島
の
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ど
も
の
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話
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行
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ま
し
た
。
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　●高島市育英資金貸付制度
　1. 対象者　高校、高等専門学校、大学、専修学校に入学しようとする方
　2. 貸付額 【高校・高等専門学校など】　　  月額２万円を限度
  【大学・専修学校（専門）など】月額３万円を限度
　3. 返還期間　 貸付期間終了後７年以内（１年の据置期間を含む）
　4. 受付期間　１月 10 日木～ 21 日月　　　　　　　
　※在籍する学校を経由して提出してください。
　※詳しくは、市のホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　問  教育総務課
　　　　　　　　　　　　　 （３２）１１３２　 （３２）３５６８
　　　　　　　　　　　　　   kyoi-somu@city.takashima.lg.jp

　経済的な理由で大学や
専門学校で学ぶことが困
難な方に対して、「高島市
育英資金」を貸し付けて
います。
　平成 31 年度から貸し付
けを希望される方を対象
に申請の受け付けを開始
します。

　高島市育英資金　貸付申請の受け付けを開始します !
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